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2.14.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
太田 卓 ダンス練習支援システムの開発 
近年，ダンスによるパフォーマンスの幅が広がってきており，ダンサーの人数が増加してき
ている．しかし，ダンスのスキルアップは難しく，それを困難なものにしているのは”振り”
である．そこで本研究では，振りの習得の際に生じるわずらわしさを取り除くため、手本の動
画を再生しながら自分のダンスを確認・撮影することができ，手本の動画と撮影した動画を比
較するシステムを開発した． 
向井 未来 メール誤送信の防止を支援する不快なインタフェースの評価 
近年，発生している情報セキュリティに関する問題の１つにメールの誤送信がある．不快な
インタフェースを用いてメール誤送信を防止するシステムの実装と評価を行った先行研究で
は，有効性を証明するまでには至らなかった．本研究では，不快なインタフェースの有効性の
評価を目的とした，ユーザ動作のログ取得を行う実験環境を構築した．また，インタフェース
の提示によって誤送信を防止できたかを検証するための実験を行った． 
(b) 博士(前期)論文概要 
磯貝 佳輝 視聴者コメントを用いた動画検索支援のための短時間動画作成に関する研究 
近年，インターネットの普及による広帯域化が進み，ネットワークを介した動画配信や動画
投稿サイトが日常的に使われるようになった．動画投稿サイトには膨大な動画が投稿されてお
り，動画の中から短時間で，興味のある動画を探すことは容易でない． 
動画を探す従来の方法では，特定のキーワードから動画を検索し，結果の画像とタイトルか
ら判断する．しかし，画像とタイトルから判断する際に 視聴者の想像する内容と実際の内容が
不一致する可能性もある．そこで，動画の内容を把握するための動画（紹介動画）を作成する
ことで，視聴者が動画を 探す際の支援をすることを提案する． 
一方，動画投稿サイトであるニコニコ動画では，各動画について,視聴者がコメントを付加で
きる．動画にコメントを投稿すると，再生時間が同時に記録される．視聴者が動画を再生し，
コメントが投稿された再生時間に到達すると，映像上にコメントが表示される擬似同期型のコ
ミュニケーションが可能となる．投稿されたコメントは動画の各シーンに関するメタデータと
して捉えることができる．投稿されたコメント情報を時系列毎に分析することで，各シーンの
性質を推測でき，紹介動画を作成する際に利用できる． 
本研究では，単位時間あたりのコメント件数に着目し，コメントの多い箇所が必要なシーン
であるという仮説のもと紹介動画の作成を行う．紹介動画を作成するにあたり，必要なシーン
(場面)について調査した．その結果，コメントの多い箇所にも不要なシーンが含まれることが
わかった．調査結果から得られた，必要なシーンに含まれるコメントの内容の特徴を分析し，
コメントの多いシーンのうち，必要なシーンを抽出するためのアルゴリズムを検討した．また，
不要なシーンのコメントの特徴も分析し，不要なシーンの除外方法について検討を行った．検
討結果から得られたアルゴリズムについて，コメント量のみを用いた手法と比較し，抽出可能
なシーンについて評価した結果，コメントの内容に着目した除外手法が有効であることが判明
した． 
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(c) 博士(後期)論文概要 
該当無し 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
該当無し 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
(国際会議プロシーディング) 
1) Fujihara, Y., Kanamori, Y., Mukai, M., Saito, Y. & Murayama, Y.: A preliminary experiment on a warning 
interface causing discomfort for sense of security, Anshin, The International Workshop on Infrastructure 
Assurance (iWiA2010), pp.69-75 2010年 6月 
2) Nishioka, D., Fujihara, Y., Inoue, A. & Murayama, Y.: Producing a questionnaire about Anshin: a study 
on the sense of security and safety to use information and communication technologies, The International 
Workshop on Infrastructure Assurance (iWiA2010), pp.76-81 2010年 6月 
3) Isogai, Y., Saito, Y. & Murayama, Y.: Implementation and Evaluation of a Summarization Support System 
for Digest Videos based on Comments from Audience, The International Workshop on Infrastructure 
Assurance (iWiA2010), pp.82-89 2010年 6月 
4) Fujihara, Y., Kanamori, Y., Mukai, M. & Murayama, Y.: An interface causing discomfort to prevent user 
from missending e-mail messages to incorrect addresses, Poster and Demonstration Paper Proceedings of 
the Fourth IFIP WG 11.11 International Conference on Trust Management (IFIPTM 2010), pp.9-12 2010
年 6月 
5) Nishioka, D., Fujihara, Y., Inoue, A. & Murayama, Y.: Producing a questionnaire on Anshin for information 
security, Poster and Demonstration Paper Proceedings of the Fourth IFIP WG 11.11 International 
Conference on Trust Management (IFIPTM 2010), pp.13-16 2010年 6 月 
6) Nishioka, D., Fujihara, Y. & Murayama, Y.: Enhancement of Questionnaire on Anshin, The third EWU-IPU 
International Exchange Program in Computer Science, pp. 7-8 2010年 9月 
(査読つき国内学会，研究会) 
7) 西岡大，藤原康宏，村山優子：情報セキュリティ技術に関する安心感の質問紙調査の項目検討のための予備調
査，マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム論文集，pp.748-754 2010年 7月 
8) 川田剛志，藤原康宏，齊藤義仰，村山優子：ファイル管理機能を強化した戸下通信システムの実用化に関する
検討，マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム論文集，pp.2075-2080 2010年 7月 
9) 磯貝佳輝，齊藤義仰，村山優子：視聴者コメントを用いた紹介動画作成アルゴリズムの検討，マルチメディア，
分散，協調とモバイルシンポジウム論文集，pp.52-58 2010年 7月(研究発表（査読なしの論文等）) 
(研究発表（査読なしの論文等）) 
10) 西岡大，藤原康宏，村山優子：情報セキュリティに関する安心感における質問紙の項目検討のための Web調査，
コンピュータセキュリティシンポジウム論文集，pp.615-620 2010年 10月 
11) 西岡大，藤原康宏，村山優子：情報セキュリティに関する安心感における質問紙の項目検討のための Web調査，
情報処理学会情報セキュリティ心理学とトラスト研究グループ研究報告集，pp.13-22 2011年 2 月 
 (f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当無し 
 
 
